



A diet investigation on four-Years-
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給食を中心とした4歳児の食事調査
　　身　　　　　　　長
一一一ﾎ象児平均
　　　　　103．5cm
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　給食という一定の条件で4歳児の食事調査を行ったわけであるが，給食が開始されまもない時
期であったことから対象となった4歳児について本来の状態とは言い切れないが，幼児の食生活
上の問題点の端緒がつかみ得たように思われる。幼児の偏食，小食にっいては，幼児個々の成育
歴（新生児期・乳児期・離乳期における環境の諸状況，既往症，発育状態など）によるもの，幼
児心理の分野の研究に待たねばならぬことなど，複雑な要因がからみ，今回は初回としての状況
報告と，今後の継続的な調査への問題提起としての意味づけにとどまらざるを得ない。参考文献
についても小児科学の分野にまで目を通すことが必要であるが，幼児の偏食については5歳児よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）りも4歳児，また男児よりも女児という傾向のあることが報告されていることから，かなりの年
月の経過や食生活の変化の中でも幼児特有の型がそこにうかがわれるように思われる。アンケー
トによる資料についても，嗜好との関連のみとり上げたわけであるが，必ずしも4歳児の食生活
の全部としては断定できない。また多岐にわた項目の効果ということも今後活用していく上でも
継続的な資料が必要となってくる。さらに数値の取り上げ方も統計学上の処理に満足できるよう
に計画をする必要があることを痛感するものである。
　今回の調査にあたり，その進め方およびまとめについて暖かく御指導，御助言下さいました本
学調理学研究室伊藤フミ助教授，ならびに調査に御協力，御助言いただきました新潟青陵幼稚園
主事吉原先生，前川先生に厚く御礼申し上げます。
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